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1．はじめに 

我が国における主要都市は沖積低地を中心に発展してきた．しかし 1960 年代の高度経済成長期に，大都市

へ集中する人々の住宅を確保するために相次いで大規模なベッドタウンの建設が進められた．こうした大規模

な住宅地開発には広大な開発用地が必要であり，比較的まとまった利用地として丘陵地は格好の開発の場とな

った．その結果，都市の周辺台地・丘陵地に市街地が拡大していった．  

現在では，数多くの既存造成盛土宅地が存在する．宅地は生活の基盤であり，住宅を支え道路を確保し，ラ

イフラインを健全に維持するために欠かせない．だがひとたび大地震が発生すると，ライフラインや公共施設

などに地震被害が生じる可能性が大きい． 

大規模盛土造成地では，過去の地震による被災として谷埋め盛土の被害などがある．本研究では既存大規模

盛土造成地について着目し，地震に対して安全・安心な街づくり実現のために重要な耐震性評価法について，

その構築を目指している．本報告では，耐震性評価へのハザードマップを利用することを目的として，液状化

ハザードマップについて，その問題点を調べるとともに，ハザードマップ以外の利用についても考察する 1）． 

2.液状化ハザードマップ 2）3） 

ハザードマップの精度について，自治体によって公開されている液状化ハザードマップの作成方法について

調査した．液状化発生の予測手法には,階級で分けて，微地形や液状化履歴をもとに予測する概略の方法，ボ

ーリングデータのN値などを用いる簡易な方法，室内液状化試験や地震応答解析を用いる詳細な方法がある．

液状化ハザードマップの作成に当たっては，これらのどれか,または 2 種類を組み合わせたものが用いられて

いる．これらの液状化ハザードマップの作成は各

自治体にまかされているため統一性もなく，耐震

性の評価制度に影響する可能性が考えられる． 

各自治体で液状化ハザードマップの予測手法の違

いを調査したところ，群馬県はＳ波速度層モデル

を用いていることから，表-1のように 2 種類の予

測手法を組み合わせていることがわかった．同様

に東京都も 2 種類の組み合わせ法を使っており，

神奈川県，埼玉県は 1 種類の予測手法で作成して

いた．横浜市，さいたま市も一種類であることや

同じ調査方法を使用していることから，県の予測

手法を考慮して作成していると考えられる．よっ

て，各自治体によって液状化ハザードマップの予

測手法は異なることから，統一性がなく耐震性の評価結果に影響することが明確となった． 

3．土地条件図を用いた耐震評価 4） 

液状化ハザードマップ以外のものとして，土地条件図の利用を試みる．土地条件図には地盤に関する多様な 
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表-1 各自治体における液状化ハザードマップの 

作成方法の相違 
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情報が含まれており，その利用価値は大きいと考えられている．土地条件図を利用し，港北ニュータウンと

多摩ニュータウンを評価した．土地条件図を利用し凡例と評価基準を照らし合わせながら地形ごとに色別に表

示した．また，比較対象として多摩ニュータウンの一部である多摩市を同様に土地条件図より評価し，地形ご

とに色別に表示した．港北ニュータウンの色分けとしてピンク色を高い盛土地，オレンジ色を台地・段丘，水

色を切土地，緑色を山地斜面とした．その結果，図-1 のように港北ニュータウンは約 9 割が切土地と盛土地

から成り立っていることが分かった．また図-2 の多摩市も同様に切土地，盛土地で成り立っていた．その結

果表-2，表-3 のように危険度順にピンク色，オレンジ色，水色，緑色に色分けした．この色分けを用いて土

地条件図を図示した．この図により大規模造成地のリスクが図-1，図-2のように示される． 

4．おわりに 

 今回の調査から，液状化ハザードマップの利用に当たっては，その作成方法に留意する必要があることが

明らかになった．また，土地条件図の利用も大規模宅地造成地の耐震性評価に有効であり，専門知識のない

人でも簡易に危険な場所を知ることができるのではないかと考えられる．しかし土地条件図が関東地方など

主要都市周辺に限られていることから，土地条件図を整備する必要がある． 
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浸水 揺れやすさ 液状化

緑（山地斜面） なし 小さい なし

オレンジ（台地・段丘） ある やや大きい 小さい

青（切土） ある 小さい なし

ピンク(高い盛土) 高い 大きい 非常に大きい

ピンク ＞オレンジ＞ 青 ＞ 緑

表-2 港北ニュータウンの土地条件図に 

対応した評価指標 

図-1 港北ニュータウン 

評価指標による分類 

図-2 多摩ニュータウン（多摩市） 

評価指標による分類 

浸水 揺れやすさ 液状化

緑（山地斜面） なし 小さい なし

オレンジ(台地・段丘） ある やや大きい 小さい

青（切土） ある 小さい なし

ピンク(高い盛土) 高い 大きい 非常に大きい

オレンジ（盛土地・埋立地） 高い やや大きい 非常に大きい

ピンク ＞オレンジ＞ 青 ＞ 緑

表-3 多摩ニュータウンの土地条件図に 

対応した評価指標 
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